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【研究の背景・目的】 

 現在の科学的見地から「新種の出現」の問題は

二つのカテゴリーに分ける事が可能である。第一

のカテゴリーはある一つの種が自然選択をうけア

リルの連続的な頻度変化の過程で種分化を起こす

プロセスを明らかにするという事である。これは

ある意味では連続的な変化の過程で起る現象であ

り、ダーウインが百年以上前に形態の連続的な変

化の観察により「種の起原」で提唱したメカニズ

ムの分子機構を明らかにしようとするものである。

第二のカテゴリーは、形態的進化の立場からは、

「大進化」と言われているものの分子機構を明ら

かにしようとするものである。これは新しい分類

群の出現を分子レベルで説明しようとするもので、

例えば、爬虫類の中から哺乳動物という分類群が

どのようにして出現したのか？というような問題

である。本研究の目的はこれら２つのカテゴリー

の研究により「新種の出現」の分子機構を明らか

にする事である。 

【研究の方法】 

カテゴリー(I) 種分化 

本研究は次の４つの段階の研究を順次進行して

完成させる予定である。1) シクリッドを用い、

光受容体が生息する光環境に適応していること

を明らかにする。2) 婚姻色を形成する遺伝子の

単離を行う。3) 光環境に適応した光受容体が感

度よく受容できる色に婚姻色が進化したことを

明らかにし、配偶者認識が確立していることを

示す。4) 婚姻色を形成する遺伝子の機能解析を

行い、その遺伝子の進化と視覚の進化から引き起

こされる種分化の機構を明らかにする。 

カテゴリー(II) 大進化 

大進化に繋がる形態獲得メカニズムを解明するた

め、次の３段階の研究を推進する。1) 哺乳類特異

的に保存されたSINE由来エンハンサーの網羅的探

索、2) エンハンサーの対象遺伝子の発現様式と発

現カスケードの解明、3) 遺伝子の細胞生物学的機

能解析、および哺乳類特異的な形態形成の発生学

的研究。 
【期待される成果と意義】 

 本研究では１つの種が新しい２つの種に分化す

る過程、「種分化」と、種が新しい形態を獲得する

過程「大進化」を明らかにしようとしている。種

分化では感覚器の適応が引き起こす生殖的隔離の

分子機構を明らかにできることを期待している。

大進化では、エンハンサー配列の獲得による新し

い形態の獲得の機構を明らかにできることを期待

している。これらの成果を得ることができれば、

それは種分化と大進化の分子機構というだけでは

なく、生物多様性の獲得機構であり、生物進化そ

のものの機構でもある。そのため本研究は生物の

多様性獲得の研究を分子レベルで行うブレイクス

ルーとなり、日本発の新しい研究分野として発展

し、世界の先駆けとなることが期待される。 
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